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１ 支援教室と校内支援体制の整備 

小・中学校において、通常の学級に在籍する児童生徒は、全ての授業を在籍する学級

の授業で学ぶことが基本です。そのため、ユニバーサルデザインの考え方を取り入れる

こと等で、通常の学級では、全ての児童生徒が分かる授業づくりをめざし、特別な教育

的支援を必要とする児童生徒に対しては、必要に応じて在籍する学級の授業の中で、学

級担任や教科担当等による個別の支援を行うことが前提となります。 

支援教室とは、通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に対し、

さらに個別に指導・支援を行うことが効果的であると学校が判断した場合に、支援教室

という在籍する学級の授業以外の場で、個別の指導を行う仕組みのことをいいます。こ

の支援教室では、学校が必要とする時間に指導を行います。 

児童生徒に学習上や生活上に困難がある場合に、学校はその児童生徒の実態把握を十

分に行った上で、支援教室の必要性について検討します。そして、「在籍する学級の授業

だけでは、十分な教育的効果を得られない」、「個別に指導・支援したほうが教育的効果

を認めることができる」等の場合に保護者・本人の同意を得て、計画的に指導を行いま

す。なお、通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒が、より教育

的ニーズに応じた指導を受けることができるようにするためには、支援教室の活用だけ

でなく、特別支援学級等への教育形態の変更も視野に入れた相談や特別支援学級との交

流及び共同学習を行うことなどが必要になる場合もあります。よって、学校は、支援教

室を開始する前に、支援教室の必要性と支援教室における指導効果（週１～２時間）に

ついて十分に検討します。 

今後、小・中学校では、特別支援教育の校内支援体制を構築するとともに図１・２の

ように一人ひとりの教育的ニーズに応じることができるような連続的で多様な学びの場

を整備することが必要です。 

図１ 「特別支援教育の校内支援体制の整備」 
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図２ 「連続的で多様な学びの場」 

  また、支援教室については、Ｐ８の表２に示す方法があります。活用については、管 

理職を中心に学校全体で考えていくことが必要です。 

２ 支援教室の指導内容 

指導内容は、自立活動の指導と教科指導があります。（図３） 

（１）自立活動の指導 

自立活動とは、特別支援学校の教育課程の中の一つの領域であり、障害に基づく種々 

の困難を主体的に改善・克服し、自立し社会参加するために必要な知識・技能等を養 

うことを目標とするものです。ここでの「自立」とは、幼児児童生徒がそれぞれの障 

害の状態や発達段階に応じて、主体的に自己の力を可能な限り発揮し、よりよく生き 

ていこうとすることを意味しています。 

  自立活動の内容は、次に示す６区分があります。この区分は具体的に指導内容を選 

  定する際の観点となります。 

  さらに自立活動においては、６区分に関する指導を中心としながら障害に起因する 

学習のつまずきを軽減・克服するために一部「教科の補充」として、教科指導を行う

ことができます。 

自立活動の指導は、教育課程の一部を替えて授業時間に行う場合と授業時間外に補

習（自立活動）として行う場合があります。授業時間に自立活動の指導を開始する場
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合は、教育課程の一部を替えることになるため、必要な指導時数を決め、特別の教育

課程を作成し、教育委員会に届出を行います。(P５. ７-(7)）ただし、授業時間外に補

習として行う場合には届出はいりません。届出をした自立活動の指導とは、支援教室

の日課表に位置づけ、保護者の同意を得て、計画的に行うものとなります。 

   なお、自立活動の詳しい項目と内容については、参考資料（Ｐ1５）を参照してくだ 

  さい。また、教科の補充については、必ず１～６区分の自立活動の指導内容とあわせ 

  て教科指導を行うことが必要です。 

（２）教科指導 

教科指導には、授業時間の教科指導と授業時間以外に補習（教科）として行う場合

があります。授業時間に、支援教室で教科指導を行う場合については、その時間に行

う在籍する学級の教科と同一とします。 

授 業 時 間 授 業 時 間 外 

指 

導 

内 

容

自立活動 

・教育課程の届出が必要 

補習（自立活動） 

・教育課程の届出は不要 

教科指導 

・教育課程の届出は不要 

 ただし、在籍する学級と同一の授業 

補習（教科） 

・教育課程の届出は不要 

            図３ 指導内容と指導時間 

自立活動の内容 

１ 健康の保持  ２ 心理的な安定 ３ 人間関係の形成  ４ 環境の把握 

５ 身体の動き  ６ コミュニケーション         ■ 教科の補充 
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